
特
集

　簡単に説明すると、地域にあるいろいろな困りごとを解決するため、全国の皆さんの力をお借りしながら、

人々の交流と支え合いを生み出す仕組みのことです。

　観光や飛騨市ファンクラブの活動などを通じ、飛騨市の良さや魅力を感じてくださったことをきっかけにし

て、「飛騨市の皆さんとつながりたい」「飛騨市のためにお手伝いをしたい」と熱心に考え、行動してくださる

地域外の方がたくさんいらっしゃいます。

　「ヒダスケ！」はそうした方々の熱意やスキルと、市民や事業者の皆さんが抱えている困りごとをマッチン

グすることで、人口減少が進む地域の課題の解消につなげ、まちに賑わいをつくろうという取り組みです。

クラウドファンディングの支援

■昨年４月に創設された「ヒダスケ！」飛騨市の関係案内所をご存じですか？

景観保全作業 農作業支援 お祭りへの参加

イベントの企画・運営支援

観光案内所とは

　　　　　違います！

“飛騨市の助っ人”

　“飛騨のお助け”と

つながる案内をします！

市民の皆さんも

ぜひご参加

ください！

とにかく大好きな○○を
一緒に盛り上げる仲間がほしい。

新商品や企画の  
アイデアが欲しい。

農産物の収穫を
手伝ってほしい。
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３

　ファンクラブ会員の中から「お手伝い」「お助け」を希望する方が

増えてきたことから、その部分に注目した仕組みをスタートしました。

　市民や事業者の皆さんが、今困っている事や力を借りたい課題に

ついて、主催者としてプログラムをつくって登録。それをＳＮＳや

サイトで発信して参加者を募ります。それに応募・参加してくださっ

た参加者の皆さんには、様々な体験を楽しんでいただいたり、野菜

や地域通貨などのささやかなオカエシをします。「ヒダスケ！」には

もちろん、市民の皆さんにも参加していただけます。

　昨年は４５のプログラムが実施され、延べ４００人の参加がありました。また、クラウドファンディングから地域のファンづ

くりを進めようと支援を行っており、昨年は１０プロジェクトの支援を行いました。全１０プロジェクトの総支援者数は１ ,９

７９人となり、総支援額は２１,３８２,９７０円となりました。今年はより充実させ、６０のプログラム実施に挑戦していると

ころです。コロナ禍でも様々な接点をつくり、市に関わる人を増やしていきます。

■体験された皆さんから貴重な意見が寄せられています。

■「ヒダスケ！」飛騨市の関係案内所がスタートするまで

  【主催者の皆さん】
 ・プログラム終了後に、商品を買ってくださる

　方やクラウドファンディングをする人がいた。

 ・ＳＮＳでつながり、継続的な接点が持てた。

 ・ヒダスケを活用して、人を募集し、集まる　 

   　こと自体が話題になる（ＳＮＳのネタに

　　　なる）。

 ・人手不足解消の一助になった。

　【参加者の皆さん】
 ・地元の方々と交流できて嬉しかった。

 　今後も交流や商品を注文したい。

 ・なかなかお会いできない方に

 　会えたので嬉しかった。

 ・主催者の方のアツい想いを知

 　ることができて共感できた。

 　これからも関わりたい。
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②飛騨市ファンクラブの設立

　全国平均の３０年後を上回る高齢化率、全国平均の倍以上のスピードで人口減少する「人口減少先進地」である飛騨市では、

人口減少に伴う課題が次々と出ています。地域活力を維持するためには「地域内外の人との交流」がポイントになると考えました。

　心を寄せてくださる方を見える化して、会員との交流を行っていま

す。会員は全国に６ ,２００名。飛騨市の情報をタイムリーにお届け

しています。観光・お買い物・お手伝いなど、関わり方は多様です。
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特
集 「ヒダスケ！」飛騨市の関係案内所

　「ヒダスケ！」には、地域や事業者の皆さんの「困りごとを解決する」という役割があり、「人足」とは違った

意味合いがあります。

　参加者の皆さんは、飛騨市を愛してくださっています。それ

は、一時を観光で楽しんだというだけでは生まれるものではあ

りません。各々が、これまでの暮らしでは得られなかった何ら

かの価値を、飛騨市の中に見出してくださっています。その価

値が「今後もずっと継続して守られていってほしい」と強く願

われながら、汗をかき、知恵をしぼって一緒に行動してくださ

います。地域が継続してほしいという願いは、住民と同じ。そ

の「共感」が大きな特徴で、その場限りの「人足」でもない理

由です。

仲間と一緒に汗かいて　
知恵をしぼれば困りごとも楽しい！

　宮川町種蔵地区の景観保全の

一環として「ｍｙみょうが畑プ

ロジェクト」を開始しました。

　同地区の美しい景観を維持す

るために、みょうが畑の復活を

目指すものです。

　地元生産者の方と一緒に年３

回、草取りや間引き、収穫など

の作業に汗を流します。

　オカエシとして収穫したみょ

うがのお持ち帰りやみょうが料

理の試食もあり、好評を得てい

ます。

　他に集落の石積みの補修の

ワークショップ、草刈り作業な

どもあり、支援の輪が広がって

います。

体験・作業 商品・レシピ開発 広報・ＰＲ活動

　市内事業者の食品の新しい食

べ方やアレンジしたレシピなど

を提案していただき、ＰＲにつな

げます。

　また、参加者と主催者をオン

ラインでつないで製品の試食を

しながら、食べ方の組み合わせ

やＰＲ方法などについて話し合

う場も設けたりします。

　井之廣製菓舗やモリモ食品、

ありがとうファーム、けさまる

りんご園などのプログラムが開

催され、市内事業者の商品のブ

ラッシュアップや新商品開発の

一助になっています。

　参加者の皆さんに飛騨市産の

お米を食べていただき、その感

想や食べ方の提案について投稿

いただく「おこめ部アンバサ

ダー」を設けました。選ばれた

アンバサダーにはお米をプレゼ

ントし、その後も月に２、３回

ご投稿いただくプログラムを実

施しました。その他、かわい野

草茶研究グループや三嶋和ろう

そくの広報プログラムが開催さ

れました。

　また、宮川下流漁協の鮎のブ

ランド化に向け、そのネーミン

グやロゴデザイン製作のお手伝

いを募り、「飛騨のあばれ鮎」と

してＰＲを始めています。

　人足？　ちょっと違います。
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